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1841142）竹谷哲、内村英一郎、原正之、古田雅一、松本理宏、平成 17年 6月 23日出願（出願

人：大阪府立大学・（株）カルディオ） 

 

(19) 神経再生誘導体、原正之、（特願 2007-2138852）平成 19年 8月 20日（出願人：大阪府立大

学） 

 

(20）コラーゲンゲルおよびその製造方法、原正之、森英樹、（特願 2010-282898）平成 22年 12月

20日出願（大阪府立大学） 

 

(21) カーボンナノチューブ膜の製造方法、（特願 2010-293835）北村進一、森英樹、原正之、小倉

悠湖、平成 22年 12月 28日出願（出願人：大阪府立大学） 

 

(22) 神経幹細胞の新規マーカー、森英樹、原正之、西川麻裕、（特願 2016－161359 号）平成 28

年 8月 19日出願（出願人：大阪府立大学） 

 

 

 


